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（注）１．本表は、当会が日本工業標準調査会（JISC）から受託し、審議団体となっているISO規格等（審議中のものを含む。）を取り纏めたも
　　　　　のです。

　　　２．用語はJIS規格化されたものについてはその用語例を優先し、その他については法令等で使用されている用語の例に倣っていま
　　　　　す。

　　　３．表中の「規格番号」の欄に記載されている略号の意味は次のとおりです。

　　　　　　AWI：Approved Work Item（新規業務項目）
　　　　　　CD：Committee Draft（委員会原案）
　　　　　　DIS：Draft International Standard（国際規格案）
　　　　　　FDIS：Final Draft International Standard（最終国際規格案）
　　　　　　NP：New Proposal（新規業務項目提案）
　　　　　　PAS：Public Available Specification（公開仕様書）
　　　　　　PRF：Proof（校正原稿）
　　　　　　PWI：Preliminary Work Item（予備業務項目）
　　　　　　TR：Technical Report（技術報告書）
　　　　　　TS：Technical Specification（技術仕様書）
　　　　　　WD：Working Draft（作業原案）

　　　　　　　※ISO規格制定手続き：（PWI→）NP→AWI→WD（→CD）→DIS→FDIS又はPRF→ISO規格（PAS、TR、TS、R）

　　　４．表中の「JIS化の状況」の欄に記載された略号の意味は次のとおりです。
　　　　　　IDT：翻訳JIS（ISOを和訳したものをそのままJISとしたもの）
　　　　　　MOD：ISOを取入れつつも内容を一部修正したもの
　　　　　　NEQ：ISOと対象は同じではあるものの内容は異なるもの
　　　５．他の機関（IEC（International Electrotechnical Commission）、IEEE（The Institute of Electrical and Electronic Engineers, Inc.）等）と共
　　　　　同で作成された規格については、ISO/IEC XXXX等の規格番号が付されます。

　　

本リストについて御不明な点等ございましたら、当会規格ユニット　長谷川又は松本にお問い合わせ下さい。
電話番号　０３－５５７５－６４２６　メールアドレス　長谷川　hasegawa@jstra.jp、松本 matsumoto@jstra.jp



 2013.10.01.現在　TC 8

議長：Capt. Charles H. Piersall（米国（ANSI））、幹事国（中国・ドイツ）

担当 規格番号 標題 標題（邦訳） 概要 制定等年月日 JIS化の状況

TC8 ISO 15849:2001 Ships and marine technology --
Guidelines for implementation of a
fleet management system network

船舶及び海洋技術－フリートマネジメ
ントシステムネットワークの実施のため
の指針

船主及びフリートマネジメントシステム（FMS）ネットワーク・コンピュータ・サービスの運用
者に、その選定と実施についての概要と、実施の際の指針について取り纏めたもの。
この規格には次のものが含まれている。
a) 広域ネットワーク、データ伝送サービス及び共通のデータベース設備を含む、一般的
インフラストラクチャーに関する指針
b) アプリケーションプログラムへのサービスを含む、船上設備に関する指針

c) アプリケーションプログラムへのサービスを含む、陸上設備に関する指針

2001.11.01. JIS F 0075:2003
(IDT)

TC8 ISO 15849:2001/Amd 1:2003 同上 ISO 15849:2001修正票1:2003 ISO 15849に規定されているSITP（Ship Information Technology Platform）及びLITP
（Land-based Information Platform）に適用される場合のアプリケーション・プログラム・イ
ンターフェースの設計仕様書の例を附属書Ａとして追加したもの。

2003.09.01 同上

TC8 ISO/PAS 22853:2005 Ships and marine technology --
Computer applications -- Specification
of Maritime Safety Markup Language
(MSML)

船舶及び海洋工学－コンピュータア
プリケーション－海上安全に関する
マークアップ言語(MSML)の仕様書

修理及び保守に関する安全関係の情報を記録することを可能にする海上安全に関す
るマークアップ言語(MSML)について取り纏めたもの。

2005.10.01 ―

TC8 ISO 28000:2007 Specification for security management
systems for the supply chain

サプライチェーンのセキュリティマネジ
メントシステムの仕様

サプライチェーンのセキュリティ保証に不可欠な要素を含めたセキュリティマネジメントシ
ステムの要求事項について取り纏めたもの。

2007.09.15. ―

SC11
（再掲）
SC11
担当

ISO 28001:2007 Specification for security management
systems for the supply chain -- Best
practices for implementing supply
chain security,assessments and plans --
Requirements and guidance

サプライチェーンのセキュリティマネジ
メントシステムの仕様ーサプライ
チェーンのセキュリティ、評価及び計
画に関するベスト・プラクティスー要求
事項と手引き

国際的サプライチェーンにおいて組織が①セキュリティ・プロセスの開発・実施、②最低
限のセキュリティ・レベルの確立及び文書化並びに③世界税関機構（WCO）の「基準の

枠組み」で定められた認定経済事業者（AEO）の基準への適合及び各国のサプライ
チェーン・プログラムへの適合を確保するための要求事項及び指針を取り纏めたもの

2007.10.15 ―

TC8 ISO 28002:2011 Security management systems for the
supply chain -- Development of
resilience in the supply chain --
Requirements with guidance for use

サプライチェーンのためのセキュリ
ティマネジメントシステム　-　サプライ
チェーンにおけるレジリエンスの構築
-　要求事項と活用のための手引き

組織が方針、目的、プログラムを策定し実施することが可能となるようなサプライチェー
ンにおける柔軟なマネジメント方針のための要求事項について取り纏めたもの。

2011.08.01 ―

TC8 ISO 28003:2007 Security management systems for the
supply chain -- Requirements for
bodies providing audit and certification
of supply chain security management
systems

サプライチェーンのためのセキュリ
ティマネジメントシステム－サプライ
チェーンセキュリティマネジメントシス
テムの監査及び認証を行う機関に対
する要求事項

監査・認証を行う場合に機密性が要求されるという特性を認識しつつ、認証機関及びそ
こに所属する監査員の最低要件などサプライチェーンマネジメントシステムの監査及び
認証を行う機関の要件について取り纏めたもの。

2007.08.01 ―

TC8 ISO/NP 28003 同上 同上 同上

今次改正はISO28007の監査及び認証を行うための要件を追加することを目的としてい
る。

2013.10のTC8
総会で改正を

承認

―

○ISO/TC 8（船舶及び海洋技術専門委員会）直属のWG担当分
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担当 規格番号 標題 標題（邦訳） 概要 制定等年月日 JIS化の状況

TC8 ISO 28004-1:2007 Security management systems for the
supply chain -- Guidelines for the
implementation of ISO 28000 -- Part 1:
General principles

サプライチェーンのためのセキュリ
ティマネジメントシステム－ISO 28000
の実施のための指針－第１部：一般
原則

ISO 28000の原理・原則を解説するとともに各要求項目の趣旨、典型的インプット、プロ

セスと典型的アウトプットについて記述し、ISO 28000の包括的な手引きとして取り纏め
たもの。
※ISO 28004として制定されたが、ISO 28004-2の作成作業開始に伴いISO28004-1に変

更（TECHNICAL CORRIGENDUM 1）

2007.10.15
TECH. CORR.

2012.08.01

―

TC8 ISO/DIS 28004-2 Security management systems for the
supply chain -- Guidelines for the
implementation of ISO 28000 -- Part 2:
Guidelines for adopting ISO 28000 for
use in medium and small seaport
operations

サプライチェーンのためのセキュリ
ティマネジメントシステム－ISO 28000
の実施のための指針－第２部：ISO
28000を中小港湾のオペレーションに
適用するための指針

ISO 28000を中小港湾のオペレーションに適用するに際しての指針として自己認証基
準を取り纏めるもの。

2012.02.01.
DIS投票
可決

―

TC8 ISO/PAS 28004-2:2012 同上 同上 同上 2012.07.15 ―

TC8 ISO/DIS 28004-3 Security management systems for the
supply chain -- Guidelines for the
implementation of ISO 28000 -- Part 3:
Additional specific guidance for
adopting ISO 28000 for use by
medium and small businesses (other
than marine ports)

サプライチェーンのためのセキュリ
ティマネジメントシステム－第３部：
ISO 28000を（港湾以外の）中小事業
者へ適用する際の付加要素について
の手引き

ISO28000を港湾以外の中小事業者へ適用するに際しての指針として自己認証基準を
取り纏めるもの。

2013.08.07.
DIS投票
可決

―

TC8 ISO/PAS 28004-3:2012 同上 同上 同上 2012.07.15 ―

TC8 ISO/DIS 28004-4 Security management systems for the
supply chain -- Guidelines for the
implementation of ISO 28000 -- Part 4:
Additional specific guidance on
implementing ISO 28000 if compliance
with ISO 28001 is a management
objective

サプライチェーンのためのセキュリ
ティマネジメントシステム－ISO 28000
の実施のための指針－第４部：ISO
28001への適合がマネジメント目的で

ある場合のISO 28000履行に係る付
加的要素についての手引き

ISO 28000を採用しＩSO28001のベスト・プラクティスを国際サプライチェーンのマネージ
メント目標とすることを希望する組織に対する付加的な指針を取り纏めるもの。

2011.02.01.
DIS投票
可決

―

TC8 ISO/PAS 28004-4:2012 同上 同上 同上 2012.07.10. ―

TC8 ISO 28005-1:2013 Security management systems for the
supply chain -- Electronic port
clearance (EPC) -- Part 1: Message
structures -- Implementation of a
maritime single window sysytem

サプライチェーンのセキュリティマネジ
メントシステム－電子通関手続き
(EPC)－第1部：メッセージ構造－海
事ワンストップサービスシステムの履
行

メッセージ送信要件、業務シナリオ、メッセージ構造、ソフトウェア要件等の電子通関手
続きに関連して必要な指針を取り纏めたもの。

2013.03.01. ―

TC8 ISO 28005-2:2011 Security management systems for the
supply chain -- Electronic port
clearance (EPC) -- Part 2: Core data
elements

サプライチェーンのセキュリティマネジ
メントシステム－電子通関手続き
(EPC)－第2部：コアデータ要素

沿岸航行又は入港時の船陸間の電子情報の有効な交換を促進する技術要素を取り纏
めたもので、主として船舶と港湾当局・沿岸国当局との間の安全・セキュリティ情報に関
する要件をカバーする。

2011.03.01 ―
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担当 規格番号 標題 標題（邦訳） 概要 制定等年月日 JIS化の状況

TC8 ISO/CD 28007-1 Ships and marine technology --
Guidelines for Private Maritime
Security Companies (PMSA) providing
privately contracted armed security
personnel (PCASP) on board ships
(and pro forma contract)

船舶及び海洋技術－民間武装警備
員を供給する民間海上警備会社に関
する指針（及び見積り契約書）

危険海域における海賊対策として乗船させる民間警備員を供給する民間海上警備会
社が具備すべき事項を取り纏めたもの。BIMCOが作成した標準契約書を附属書Aとし
て添付している。
※ISO 28007として作業が開始されたが、ISO 28007-2の作成作業開始に伴い

ISO28007-1に変更

2012.11.15.
CD投票可決

―

TC8 ISO/PAS28007:2012 同上 同上 同上 2012.12.15 ―

TC8 ISO/CD 28007-2 Ships and marine technology —
Guidelines for Private Maritime
Security Companies (PMSC) providing
privately contracted armed security
personnel
(PCASP) on board ships —
International Model Set of Maritime
Rules for the Use of Force (RUF) -
The 100 Series Rules

船舶及び海洋技術－民間武装警備
員（PCASP）を供給する民間海事警

備会社（PMSC）に関する指針－武力

行使に関する海事規則－100シリー
ズ規則

民間武装警備員（PCASP）による武力行使に関する海事規則を取りまとめたもので、マ

スター、船主、用船主、保険業者、民間海事警備会社（PMSC）、民間武装警備員

（PCASP）及び関心ある第三者を対象とし、海事著作権侵害、武装強盗あるいはハイ
ジャックへの自衛手段として使用されるかもしれないとしている。

2013.10.01.
CD投票〆切

―

TC8 ISO/CD 29400 Ships and marine technology --
Offshore wind energy -- Ports and
marine operations

船舶及び海洋技術－洋上風力エネ
ルギー－港湾及び海洋での作業

鋼製基礎およびコンクリート製GBS（gravity base structure）、鋼製基礎パイル、サブシー
テンプレート、風力タービン発電機の構成部品である鋼製タワー、ナセル、羽根等のオ
フショア構造物の港湾及び海上での作業に係る要求事項及び手引きを取り纏めたも
の。
この規格は、追加モジュールの搭載や構成部品の交換といった既設構造物の変更にも
適用可能である。なお、この規格は海洋環境にさらされない陸上の建設作業、オフショ
ア構造物の供用期間中の海上でのルーチン作業や潜水作業には適用できない。

2013.10.05
CD投票〆切

―

TC8 ISO/NP 29401 Ships and marine technology --
Offshore wind energy --
Communication and Emergency
management

船舶及び海洋技術－洋上風力エネ
ルギー－通信及び緊急管理

討議用ドラフト未回章 2012.06.13
AWI登録

―

TC8 ISO/NP 29402 Ships and marine technology --
Offshore wind energy -- Entry-level
qualification

船舶及び海洋技術－洋上風力エネ
ルギー－参入資格

討議用ドラフト未回章 同上 ―

TC8 ISO/WD 29403-1 Ships and marine technology —
Offshore wind energy - Zone model —
Part 1: Zonen code

船舶及び海洋技術－洋上風力エネ
ルギー－区画モデル－第1部：ゾーン
コード

風車関連機器が設置される区域と機器の移動性を表すObject levelによって区分けする
ことにより、機器の特性を把握することを目的としている。

同上 ―

TC8 ISO/WD 29403-2 Ships and marine technology —
Offshore wind energy - Technical
equipment — Collection and treatment
of oil in waste water

船舶及び海洋技術－洋上風力エネ
ルギー－専門設備－廃水中に含ま
れる油の収集及び取り扱い

海洋汚染防止を目的とした、洋上変電所における廃油処理のための油水分離システム
について取り纏めたもの。

同上

TC8 ISO/WD 29404 Ships and marine technology --
Offshore wind energy -- Logistics --
Supply Chain Information Flow

船舶及び海洋技術－洋上風力エネ
ルギー－ロジスティクス－サプライ
チェーン情報フロー

洋上風力エネルギー施設の建設時又は保守時における構成部品のサプライヤーから
建設サイトまでの物理的移動を制御するためのメッセージの内容及びフォーマットを取
り纏めるもの。

同上 ―
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担当 規格番号 標題 標題（邦訳） 概要 制定等年月日 JIS化の状況

TC8 ISO/NP 29405 Ships and marine technology --
Offshore wind energy -- Work and
Living Condition Offshore

船舶及び海洋技術－洋上風力エネ
ルギー－海上における作業・居住条
件

討議用ドラフト未回章 同上 ―

TC8 ISO/NP 29406 Ships and marine technology --
Offshore wind energy -- Personnel
transfer system

船舶及び海洋技術－洋上風力エネ
ルギー－人員輸送システム

討議用ドラフト未回章 同上 ―

TC8 ISO 30000:2009 Ships and marine technology -- Ship
recycling management systems --
Specifications for management systems
for safe and environmentally sound
ship recycling facilities

船舶及び海洋技術－シップリサイク
ルマネジメントシステム－安全で環境
に優しいシップリサイクル施設のマネ
ジメントシステムの仕様

国内基準及び国際基準に従って安全で環境に優しいシップリサイクル作業を実施する
ために必要な船舶のリサイクルマネジメントシステムの一連の手順、ポリシー及び目的
についての要求事項を取り纏めたもの。

2009.03.15 ―

TC8 ISO 30002:2012 Ships and marine technology -- Ship
recycling management systems --
Guidelines for selection of ship
recyclers (and pro forma contract)

船舶及び海洋技術－シップリサイク
ルマネジメントシステム－シップリサイ
クル事業者選定のための指針（及び
見積契約書）

船舶所有者に対するシップリサイクル施設選定の際の選定プロセスや契約フォーマット
等の指針について取り纏めたもの。

2012.06.15 ―

TC8 ISO 30003:2009 Ships and marine technology -- Ship
recycling management systems --
Requirements for bodies providing
audit and certification of ship recycling
management

船舶及び海洋技術－シップリサイク
ルマネジメントシステム－シップリサイ
クルマネジメントシステムの監査及び
認証を行う団体の要件

ISO30000の規定に沿ったシップリサイクルマネジメントシステムに係る監査及び認証業
務を行う組織・団体への原則及び要求事項を取り纏めたもの。

2009.10.01. ―

TC8 ISO 30004:2012 Ships and marine technology -- Ship
recycling management systems --
Guidelines for the implementation of
ISO 30000

船舶及び海洋技術－シップリサイク
ルマネジメントシステム－ISO 30000
の実施のための指針

ISO 30000の原理・原則を解説するとともに各要求項目の趣旨、典型的インプット、プロ

セスと典型的アウトプットについて記述し、ISO 30000の包括的な指針を取り纏めたも
の。

2012.07.15. ―

TC8 ISO 30005:2012 Ships and marine technology -- Ship
recycling management systems --
Information control for hazardous
materials in the manufacturing chain of
shipbuilding and ship operations

船舶及び海洋技術－シップリサイク
ルマネージメントシステム－造船の製
造チェーン及び船舶運航時における
有害物質の情報管理

シップリサイクル条約の規定に適合した有効かつ標準化された矛盾のない方法で有害
物質に係る情報を管理、伝達、維持するための指針について取り纏めたもの。

2012.05.15. ―

TC8 ISO 30006:2010 Ship recycling management systems --
Diagrams to show the location of
hazardous materials onboard ships

シップリサイクルマネジメントシステム
－船上に存在する有害物質の場所を
示す図表

シップリサイクル条約で義務付けられている有害物質一覧表（インベントリ）に関するシッ
プリサイクル業者の理解を助けることとなる船上に存在する有害物質の場所を示す図表
に係る要求事項を取り纏めたもの。【日本主導】

2010.12.15. ―

TC8 ISO 30007:2010 Ships and marine technology --
Measures to prevent asbestos emission
and exposure during ship recycling

船舶及び海洋技術－シップリサイク
ル時のアスベスト飛散と曝露防止対
策

シップサイクルの際に船舶に使用されているアスベストの発じんを抑制して、一般環境
への飛散及び作業者の暴露を防ぐための有効な方法について取り纏めたもの。【日本
主導】

2010.12.01. ―

4／4


